
「創作昔ばなし」と「ごはんのにおい」の随筆を募集します
「農民芸術ふう太の杜」は、長野県木島平村出身で 『まんが日本昔ばなし』の語り手、

常田富士男さんと村芝居を通じて活動を共にしてきたグループです。

この文学賞を始めるきっかけとなった常田さんの言葉があります。

―ごはんを炊くにおいがすると、僕は木島平を思い出すんですよ。―

そんな木島平を愛した常田さんの思いを受け継ぎ、今年も「語り」で

表現する文学作品を募集します。

心温まる話や、ほのぼのとした思い出を紡いでみませんか。

令和5年６月 常田さんの昔ばなし実行委員会

第6回 ふう太の杜 常田富士男文学賞 ＜募集要項＞

１ 募集ジャンル 第１部 「創作昔ばなし」 （４００字詰原稿用紙１０枚以内）
第２部 「随筆」 （４００字詰原稿用紙 ２枚以内）

２ 第６回テーマ 第１部 「創作昔ばなし」：テーマの制限はありません。
第２部 「随筆」：テーマ「ごはんのにおい」

３ 応募のきまり ①原稿用紙Ａ４版（手書き、ワープロいずれも可）を使用してください。
*１枚目は表紙とし、１行目に応募ジャンル、３行目に題名、５行目に氏名・年齢
（小中学生は学校名）、７行目に応募者の住所（〒から）、９行目に連絡先（日中
連絡できる電話、携帯電話、メールアドレスのいずれか）を明記してください。

（表紙は作品枚数に数えません.。）
②応募作品は未発表のものに限ります。
③実名の応募に限ります。（ペンネームは使用しないでください。）
④手書き作品はペンかボールペン、濃いめの鉛筆で書いてください。
⑤入賞作品の著作権は木島平村に帰属するものとします。
⑥チャット GPT等のアプリを利用した形跡が認められる場合は、入選を取り消します。

４ 応募部門並びに賞
第１部 「創作昔ばなし」 常田富士男賞 １点 賞金５万円 副賞 木島平米 ２０kg

佳作 若干 賞金１万円 副賞 木島平米 ５kg

第２部 「随筆」テーマ「ごはんのにおい」
木島平村長賞 １点 賞金５万円 副賞 木島平米 １５kg

木島平米ブランド研究会長賞 １点 賞金３万円 副賞 木島平米 １５kg
佳作 若干 賞金１万円 副賞 木島平米 ５kg

（小中学生） タツノコ賞 １点 賞品 副賞 木島平米 ５kg
佳作 若干 賞品 副賞 木島平米 ５kg

５ 作品送付先
木島平村農村交流館内 ふう太の杜 常田富士男文学賞 宛
〒３８９―２３０３ 長野県下高井郡木島平村大字上木島１７６２番地
ＴＥＬ：０２６９－８２－２０４１ FAX：

６ 応募締め切り 令和５年９月３０日（土）

７ 参加料 第１部 「創作昔ばなし」 一般（高校生以上）・小中学生共に １，０００円
第２部 「随筆」：テーマ「ごはんのにおい」 一般（高校生以上） １，０００円

※小中学生は無料
※定額小為替（郵便局で購入できます）で納めてください。（１作品毎に表紙に添付する）

８ 詳しくは木島平村公式Ｗｅｂサイトへ ＵＴＲ：http//www.vill.kijimadaira.lg.jp
※この企画は「長野県地域発元気づくり支援金事業」の支援を受けています。

◇主 催：常田さんの昔ばなし実行委員会
◇共 催：農民芸術ふう太の杜
◇後 援：木島平村 木島平村教育委員会 木島平村公民館 木島平米ブランド研究会 木島平村観光振興局
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